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与那原町スポーツツーリズム構築委託業務
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【報告書】

ツナグブリッジコンソーシアム
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【代表構成員】
住 所：うるま市⾚道10-10A-1 NRGシェアオフィス内
商 号：⼀般社団法⼈ツナグミライ
代表者名：堂本 尚吾

【構成員】
住 所：⼤阪府⼤阪市北区豊崎3丁⽬5-15-2F
商 号：株式会社ランブリッジ
代表者名：余吾 由太
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事業の背景と⽬的
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本事業の概要と⽬的
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与那原町では、今後のマリンタウン地区の開発・整備を⾒据え、来訪者を⼀時的な観光客にと
どめず、地域と継続的に関わる関係⼈⼝へとつなげていく取組が求められている。その中でス
ポーツ合宿は、⼀定期間地域に滞在し、宿泊・飲⾷・交流を通じて⾃然に地域と接点を持つこ
とができる有効な⼿段である。⼀⽅、町内ではスポーツ合宿誘致に関する実績やノウハウが⼗
分に蓄積されておらず、受け⼊れ体制や関係者の役割も整理されていない状況にあった。そこ
で今年度は、町の規模や現状に即したスモールスタート型の実証事業として本事業を位置づ
け、スポーツツーリズム推進に向けた基礎づくりに取り組むこととした。

背景

本事業での課題洗出し・検証を⾏い、次年度以降、基本計画策定や合宿・⾃主トレの本格的な
誘致・受⼊に繋げ、“スポーツを活⽤した新たなまちづくり”に取組む。

⽬的

1．関係性づくりを重視した受け⼊れ体制の形成
2．地域特性を踏まえた合宿形態の検証
3．次年度展開を⾒据えた成果と課題の整理

⽅向性
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事業実施の枠組み
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01

受け⼊れ体制構築

合宿誘致そのものに加え、
地域住⺠・事業者・⾏政が
合宿をどのように受け⽌
め、どのように関わるかと
いう「関係性づくり」に重
点を置いた。ワークショッ
プや研修を通じて、合宿を
⽀える側の意識や役割を共
有し、地域全体で受け⼊れ
る感覚の醸成を図った。

02

合宿誘致での検証

与那原町の規模や既存資源
を踏まえ、⼤規模チーム誘
致ではなく、陸上競技（⻑
距離）やセーリング、⾃主
トレーニング等を中⼼とし
た、⽐較的少⼈数・分散型
の合宿や滞在形態を想定し
た取組を進めた。

03

今後の展開

本事業を単年度で完結させ
るのではなく、次年度以降
の事業展開や予算化につな
げることを意識し、取組を
通じて得られた成果と課題
を整理・⾔語化すること
を、今年度のゴールとして
設定した。
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受け⼊れ体制の構築
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受け⼊れ体制構築へのはじめの⼀歩
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⼈材育成研修ワークショップ オープンチャット

本事業では、合宿誘致を単なる営業活動として捉えるのではなく、地域内の関係者が合宿を
「⾃分ごと」として理解し、関わるための受け⼊れ体制づくりを段階的に進めた。ワーク
ショップ、⼈材育成研修、オープンチャットを通じて、⼈と⼈の関係性をゆるやかに編み直
すことを重視した。

地域住⺠・事業者・⾏政職員など、
多様な⽴場の参加者が集まり、「合
宿とは何か」「⾃分たちはどのよう
に関われるか」を対話を通じて整理
するワークショップを実施した。過
去の合宿事例や⾝近な体験を題材
に、合宿を“迎える側”の視点や不
安、期待を⾔語化することで、受け
⼊れに対する⼼理的ハードルを下
げ、共通理解の形成を図った。

スポーツ合宿の仕組みや関係者の役
割を体系的に整理し、「なぜ関係づ
くりが重要なのか」を理解すること
を⽬的に研修を実施した。与那原町
の実情や過去実績をケースとして扱
い、課題と可能性を構造的に捉える
視点を共有した。合宿誘致を⼀部の
担当者に任せるのではなく、地域全
体で⽀えるための考え⽅の⼟台づく
りを⾏った。

ワークショップおよび研修の参加者
を中⼼に、ゆるやかにつながり続け
る場としてオープンチャットを設置
した。事業情報や合宿に関する話
題、町の出来事などを共有すること
で、関係性を途切れさせず、継続的
な接点を⽣み出すことを狙いとし
た。公式・⾮公式を⾏き来できる情
報の流れをつくることで、
受け⼊れ体制の“⽇常化”を⽀える
ツールとして機能している。
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ワークショップ
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合宿誘致を「特別な取組」ではなく、地域の⽇常の延⻑として（⾃分ごと化）捉えるため、
受け⼊れの第⼀歩として、関係者が対話を通じて理解を深める場としてワークショップを実
施した。

＜ワーク①＞

＜ワーク③＞

開催概要

n ⽇ 時：令和7年10⽉8⽇（⽔）13：30〜15：30
n 場 所：与那原町上の森かなちホール検診室（与那原町役場横）
n 参加費：無料
n 内 容：グループワークを中⼼に⾏い、参加者同⼠で意⾒交換や
アイデア出しを⾏いながら町の現状や強み、課題を整理し、繋げ
たい未来を描いていく

n 講 師：余吾由太（株式会社ランブリッジ）

地域住⺠、事業者、⾏政職員など、多様な⽴場の関係者が参加し、
スポーツ合宿の基本的な仕組みや、地域が果たし得る役割について意
⾒交換を⾏った。過去の合宿事例や⾝近な地域活動を題材に、「⾃分
たちは何ができるのか」「どのように関われそうか」を⾔語化するこ
とで、合宿を⽀える側としての視点を共有し、受け⼊れに向けた共通
理解の形成を図った。

ワークショップ実施の⽬的

ワークショップを通じて、合宿誘致に対する⼼理的な距離が縮
まり、地域全体で受け⼊れを考えるための⼟台が形成された。
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ワークショップでの成果
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1｜新規チーム獲得に向けて⾒えたポイント

ワークを通じて、与那原町で新たに合宿チームを受け
⼊れるためには、「受け⼊れ体制の分かりやすさ」と
「町としての意思表⽰」が重要であることが共有され
た。
• 合宿誘致の⽬的・ターゲット種⽬を明確にすること
• 窓⼝の⼀本化や受け⼊れコンシェルジュ等、初期対
応の整理

• 宿泊・⾷事・移動・練習環境を「セット」で説明で
きる体制

• 与那原町ならではの海・景観・地域⾏事を活かした
差別化

• SNS等を活⽤した実績・様⼦の継続的な情報発信
これらは「まず安⼼して選んでもらうための⼟台」と
して位置づけられた。

2｜リピーター獲得に向けて⾒えたポイント

継続的な来訪につなげるためには、合宿中だけでなく
「合宿前後の関係づくり」が重要であることが強く認
識された。
• 合宿前の事前PRやウェルカム感の演出
• 合宿中の細やかな対応と情報の蓄積
• 合宿後の感想ヒアリングと改善のフィードバック
• 写真・特産品・メッセージ等を通じたアフターフォ
ロー

• 地域⾏事や⼦どもとの交流による“思い出の蓄積”
「また来たい理由」は施設だけでなく、
⼈との関係性や町の記憶に残る体験にあることが共有
された。

ワークショップを通じて、合宿誘致は⼀部の担当者だけで完結するものではなく、⾏政、
事業者、住⺠がそれぞれの⽴場で関わる取組であるという共通認識が得られた。⽇常の中
での⼩さな関わりや配慮の積み重ねが、結果として「選ばれる町」につながることが共有
された。本ワークショップは、合宿誘致を特別な取組ではなく、地域の⽇常の延⻑として
捉え直す⼀歩となった。
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⼈材育成研修
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スポーツ合宿を受け⼊れるうえで必要となる考え⽅や視点を共有するため、過去の合宿事例
を題材に、実践的な研修を実施した。合宿誘致を「対応」ではなく「設計する」取組として
捉えることを⽬的とした。

＜投影スライド：合宿リピート率に関して＞

＜投影スライド：社会関係資本について＞

開催概要

n ⽇ 時：令和7年10⽉22⽇（⽔）13：30〜15：00
n 場 所：与那原町上の森かなちホール（与那原町役場横）
n 参加費：無料
n 内 容：講義やワークを中⼼に⾏い、スポーツツーリズムの理解
を深め、参加者同⼠で、意⾒交換やアイデアを出し合いながら地
域振興へと繋げるチームを築いていく

n 講 師：余吾由太（株式会社ランブリッジ）

関係事業者や住⺠を中⼼に参加し、過去に与那原町で実施された合宿
事例をもとに、合宿誘致における成果と課題を整理した。合宿が成⽴
するまでのプロセスや地域側の関わり⽅を振り返りながら、評価され
た点や改善点を共有し、施設や条件だけでなく、⼈と⼈との信頼関係
や⽇常的なつながり（社会関係資本）が重要であることを確認した。
今後の受け⼊れ体制や関係づくりに活かす視点を学ぶ場とした。

⼈材育成研修実施の⽬的

研修を通じて、合宿誘致に必要な視点や考え⽅が整理され、今
後の取組を検討するための共通の⼟台が形成された。
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ワークショップ・⼈材育成研修のアンケート結果
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ワークショップおよび⼈材育成研修を通じて、参加者の理解と満⾜度は⾼く、合宿誘致を
「⾃分たちの取組」として捉える意識の変化が⾒られた。あわせて、今後に向けた課題や次
に進むべき論点が具体化された。

ü 「できない」よりも「できること」に⽬を向けられるようになった
ü 官⺠・町内連携の可能性に気づいた
ü 合宿の成否は⼈と⼈のつながりが⼤きいと再認識した
ü ⽬的・ターゲットを明確にする必要性を感じた
ü 「わかる」と「できる」の違いを意識するようになった

定量結果

ワークショップ

満⾜度

理解度

意識変化

⼈材育成研修

4.4

4.6

4.3

4.5

4.2
アンケート回答数：ワークショップ（n:23）、⼈材育成研修（n:29）

定性結果

4.3
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オープンチャットの開設
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お問い合わせ先 生涯学習振興課
☎871-9981

合宿の情報交換 困りごとの相談合宿告知

匿名参加

OKです！

与那原町スポーツ
合宿誘致大作戦

与

オープンチャット
開設しました

QRコードをスマホで

読み取って参加

合宿の情報、みんなでシェアしませんか？

ワークショップや⼈材育成研修で⽣まれた関係性を⼀過性で終わらせないため、参加者や
関係者がゆるやかにつながり続ける場としてオープンチャットを開設した。

本事業では、スポーツ合宿を継続的に受け⼊れていくためには、⼈
と⼈との信頼関係やつながり（社会関係資本）の構築が重要である
との認識のもと、オープンチャットを設置した。
地域内には、事業者同⼠や住⺠同⼠といった⾝近な関係性（ボン
ディング型のつながり）がそれぞれに存在している⼀⽅で、それら
が分断されがちであるという課題がある。オープンチャットは、こ
うした既存のつながりをゆるやかにつなぎ直し、⽴場や分野を越え
た関係性（ブリッジング型のつながり）を⽣み出すことを⽬的とし
ている。

概要

オープンチャットの想定される機能的役割

ü 合宿情報の共有・告知
ü 受け入れ時の困りごとの相談
ü 関係者間のゆるやかな情報交換
ü 合宿をきっかけとした継続的な関係づくり

オープンチャットは、既存の関係性を尊重しながら、
分野や⽴場を越えた新たなつながりを育てるための基
盤として機能している。 ＜オープンチャット加⼊促進のためのフライヤー＞



© 2026 Tsunagu Bridge All Rights Reserved

受け⼊れ体制の現在地
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スポーツ合宿

スポーツ施設
管理者

宿泊・⾷事等の
地元企業

有志の協⼒者
ボランティア

地元チーム
スポーツ団体⾏政

与那原町

商⼯団体
観光協会

社会的価値
Social

経済的価値
Business

スポーツ推進
Sports

合宿は「宿泊事業」ではなく、地域価値
創出のプラットフォームである
◆ 経済的価値の創出
合宿による宿泊・飲⾷・交通・物販などの滞在
型消費が発⽣し、単発イベントではなく継続的
な地域経済循環を⽣む。地元企業との連携によ
り、合宿が安定的な収益機会となる基盤を形
成。

◆ 社会的価値の創出
住⺠交流やボランティア参画を通じて、スポー
ツを媒介とした関係⼈⼝を創出。地域内の横断
的な連携が進み、町ぐるみの受け⼊れ体制が醸
成される。

◆ スポーツ推進
地元チーム・施設管理者との連動により、競技
理解とスポーツ⽂化が深化。育成・強化・交流
が循環する環境を整備し、「スポーツが根付く
町」への発展を促進。

これらのステークホルダーを結合させた
ことで、スポーツ合宿受け⼊れの⼟台形
成ができた。

⼟台としての受け⼊れ体制を構築のはじめの⼀歩を踏み出した。今後は、コミュニケーション質・量を
⾼めること、ひいては、組織としての構造設計と制度設計を加速させる。
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受け⼊れ体制構築の成果
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関係づくりと理解の共有が進み、合宿誘致を⽀える受け⼊れ体制の⼟台
が形成された。

成 果

意
味
軸
$
受
け
⼊
れ
体
制
の
醸
成 つながりの質

理解の質

関与の質

空間軸：まち⼀体となった
スポーツ合宿誘致の拡⼤

本事業を通じて、合宿誘致を地域全体で考える
ための第⼀歩を踏み出した。
ワークショップや研修、オープンチャットを通
じ、⾏政・事業者・住⺠が関わる受け⼊れ体制
の⼟台が形成された。合宿誘致は施設や条件だ
けでなく、⼈と⼈との関係性が評価につながる
取組であることが共有された。今年度の成果を
踏まえ、次年度は具体的な誘致や取組へと展開
していく。
この解空間を閉じるのではなく、次年度以降も
広げ続けることが、与那原町らしい合宿誘致に
つながる。

時間軸：向かうべき⽅向性の⼀致と浸透
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スポーツ合宿誘致の検証
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C h a p t e r
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合宿誘致および調査事業の全体像
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住⺠交流イベント合宿誘致 アンケート
インタビュー

本事業では、実際の合宿誘致を⾏いながら、実施チームおよび未実施チームへのインタ
ビュー、アンケート調査を実施した。実証と対話を通じて、与那原町の強みと課題を構造化
し、次年度以降の戦略設計に向けた基礎データを整理した。

複数競技の合宿を実際に誘致・受⼊
し、練習環境・宿泊・⾷事・移動・地
域連携を含めた総合的な検証を⾏っ
た。競技ごとに評価された要素と改善
点を整理した結果、与那原町は単体機
能で勝負する拠点ではなく、ビーチ・
公道・屋内施設・⽣活利便性を組み合
わせて価値を創出する「設計型合宿
地」として⾼い可能性を有することが
確認された。機能の量よりも、選択肢
の可視化と組み合わせの設計⼒が競争
優位を左右する。

セーリング⾒学会、エキシビション
マッチ、競技教室などを通じ、住⺠
とアスリートが直接関わる機会を創
出した。競技理解の促進だけでな
く、⼦どもたちの⽬標形成や地域の
誇り醸成、アスリート側の地域愛着
にも波及効果が⾒られた。交流は単
なる付加価値ではなく、合宿満⾜度
や再訪意向を⾼める要素であり、競
技強化と地域価値創出を両⽴させる
重要な戦略要素であることが明らか
となった。

実施チームおよび未実施チームへの
ヒアリング・アンケートを通じ、合
宿地選定の判断基準と意思決定構造
を整理した。温暖な気候や観光資源
のみでは決定打とはならず、競技強
化と整合した環境設計、実戦機会、
医療・ケア体制、運営の柔軟性など
を含めた“総合提案⼒”が不可⽋であ
ることが明確になった。与那原町は
今後、「環境の魅⼒」から「競技を
育てる拠点」へ進化する段階にあ
る。
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陸上競技合宿
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合宿概要

関⻄駅伝選抜による年末年始強化合宿を実施。与那古浜公園や
町内公道を活⽤した⻑距離練習は⼗分な⽔準にあり、距離表⽰
等の整備で更なる向上が可能と確認された。宿泊はサンライズ
オーシャンを利⽤し、⻑期滞在に適した環境と地域連携による
⾷事体制も評価された。新春マラソンや交流も⾏い、「競技×
地域」を体現する合宿となった。

実施内容・滞在の特徴

⽇程：2025年12⽉29⽇〜2026年1⽉1⽇
⼈数：4名 延べ泊数：12泊
宿泊場所：与那原ホテルSUNRIZE・OCEAN/
⺠泊施設（Airbnb・琉球タワー与那原マリーナ）
練習会場：与那古浜公園、てぃーだぬなー
ロード、与那古浜公園周辺ロードコース

次年度以降に向けて

n ⻑距離練習環境は現状で⼗分機能
n トレーナー（鍼・マッサージ）体制整備は⼤きな付加価値
n ⾃転⾞・距離マーカーなど“ちょい⾜し整備”で完成度向上
n 2〜3⽉がコスト・学⽣動向的に最適時期
n 企業協賛型強化モデルの可能性あり

団体名：関⻄駅伝 選抜強化合宿

ヒアリングにおける気づき

与那原町は、単なる合宿受⼊地ではなく、「沖縄県⼥⼦⻑距離育成拠点」へ発展する可能性を有
する。他県学⽣の誘致→地元中⾼⽣との連携→移住・就職→都道府県対抗駅伝強化というエコシ
ステム構築が提⾔された。また、住友⽣命Vitality等を活⽤した健康増進施策と合宿財源確保を組
み合わせることで、「町⺠の健康」と「競技強化」を同時に実現する持続可能モデルの構築が⽰
唆された。
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合宿概要

与那原町は、練習拠点・宿泊・⽣活機能がコンパクト
に集約されており、移動ロスが少なく、合宿時間を最
⼤化できる環境であった。与那原の海域はフラットな
海⾯特性を有し、iQFOiL種⽬における技術練習やマー
ク練習に適している点が⾼く評価された。

実施内容・滞在の特徴

⽇程 ：2026年1⽉9⽇〜1⽉21⽇
⼈数 ：2名
延べ泊数：17泊
宿泊場所：⺠泊（Airbnb・⼀棟貸し）
練習会場：与那原マリーナ

次年度以降に向けて

n フラットな海⾯はiQFOiL・ディンギー双⽅に適性が⾼い
n コンパクトな街構造により、時間効率の⾼い合宿が可能
n ⺠泊＋⾃炊は競技特性と相性が良い
n マリーナ内動線、機材保管、トイレ配置は改善余地あり
n 救助艇の公的貸与スキームは誘致⼒向上の鍵
n ⾼校部活動との交流など、地域への波及効果が確認された

団体名：与那原セーリング（IQFoiL）合宿チーム

ヒアリングにおける気づき

セーリング合宿は、⼤規模施設整備を前提とせず、競技特性に合った海域と柔軟な宿
泊・⽣活環境を整えることで成⽴することが確認された。今後は、救助艇や機材保管
等の環境整備を段階的に進めるとともに、競技団体との継続的な関係構築を通じ、リ
ピートや他種⽬への展開を図ることが重要である。
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合宿概要

実施内容・滞在の特徴

⽇程 ：2026年2⽉6⽇〜2⽉12⽇
⼈数 ：20名（選⼿18・スタッフ2）
延べ泊数：120泊
宿泊場所：与那原ホテルSUNRIZE・OCEAN
練習会場：⻄原きらきらビーチ

次年度以降に向けて

n 沖縄の温暖な気候と海辺環境は、ビーチトレーニングに適し
た魅⼒的な環境

n 合宿では「競技⼒向上」と「チームビルディング」の両⽴が
重要

n 医療・トレーナー体制は合宿地選定において重要な要素
n ⾃炊環境やスーパーの近接など、⽣活利便性は⾼評価

団体名：⽇本⼥⼦体育⼤学バレーボール部

ヒアリングにおける気づき

本合宿の検証を踏まえ、次年度以降はビーチ・屋内施設・ウエイト環境を組み合わせた複合型トレー
ニング環境の整備を検討する。また、マリンアクティビティを活⽤したチームビルディングプログラ
ムの開発や、医療・ケア体制の明確化を通じて、競技⾯と安全⾯の双⽅を⾼める必要がある。さら
に、交流試合や教室をパッケージ化した地域連動型モデルを構築し、「競技×⽣活×交流」を⼀体化
した合宿提案へと発展させていく。

・⻄原きらきらビーチを活⽤した砂浜トレーニングを中⼼に実施
・宿泊はサンライズオーシャンを利⽤し、⾃炊型滞在で⽣活⾯も⾃⼰
管理
・寮⽣と通学⽣の混在チームであり、技術向上に加えチームビルディ
ングも重視
・地域⾼校との交流試合、町内⼩中⾼⽣向けバレーボール教室を実施
・宿泊施設からビーチまでランニング移動（約20分）という合宿環境
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◆3ヵ年の⽅向性

内容（案）
調査対象 3競技 計6団体・個⼈（誘致する3団体・個⼈含）
調査⼿法 アンケート・インタビュー調査（オンライン含）

調査内容

① 合宿実施の現状
・実施期間 ・活⽤施設（スポーツ施設・宿泊施設）
・医療施設や⾷事管理、他連携先 ・実戦機会の有無/確保

② 受⼊先の体制・対応及び要望
・ソフト、ハード⾯における要望に対する対応や回答 ・安全管理への取組み
・地域の特⾊を活かした取り組み、練習外での地域貢献・連携

③ 受⼊による課題、地域との親和性
・今後に向けた課題や要望 ・スポンサー等との親和性

検証項⽬
①与那原町としてスポーツツーリズム推進に必要な要素・
②スポーツツーリズム推進にあたり連携が必要な関係主体と役割
③地域への経済波及効果・教育的効果・社会的効果
④他地域との⽐較により与那原町にて必要な課題（公有地新施設の活⽤について）

成果検証により合宿ニーズや地域の課題感を把握した上で、次年度はスポーツツーリズム推進に
向けた基本計画策定や勉強会開催、スポーツコミッション（協議会）設⽴の検討に繋げていく。

次年度に向け、先ず本事業にて地域⼀体となりスポーツツーリズムを推進する機運を醸成する。

今後のスポーツツーリズム推進に向け、以下内容で調査を⾏い合宿誘致の可能性を探る。
同時に現合宿の状況・選定経緯についてもヒアリングを実施、精度の⾼い検証を⾏う。
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競技 陸上 セーリング 屋内競技

種⽬ 中⻑距離種⽬ 短距離種⽬ ウインド
サーフィン ディンギー バレーボール バドミントン

本事業
誘致 〇 × 〇 × 〇 ×

調査
⼿法

アンケート
インタビュー

インタビュー
（選定ポイント）

アンケート
インタビュー

インタビュー
（選定ポイント）

アンケート
インタビュー

インタビュー
（選定ポイント）

アンケート（定量調査）にて、消費額（宿泊費・飲⾷費・施設使⽤料等）や各施設・環境⾯の
評価を取得し、数値や割合にて客観性や⽐較性を検証する。
また、インタビュー（定性調査）では、数値化できない⾔語情報や感情、
⾏動理由などの質的データを扱い、合宿選定の背景や理由の深掘りを狙う。

本事業で誘致しない3種⽬については、合宿選定において必要不可⽋な
施設・環境⾯のポイントを洗出し、ソフト、ハード⾯の課題整理に繋げる。
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アンケート（定量調査）※経済効果・評価
項⽬ 詳細（町内/町外を区別）

1 概要 期間・⼈数（内、コーチ・スタッフ等）
2 宿泊 宿泊先・宿泊費（直⾷の有無）
3 飲⾷ 昼⾷費・場所（⽅法）・延べ⼈数

⼣⾷費・場所（⽅法）・延べ⼈数
間⾷費・場所（⽅法）・延べ⼈数

4 交通 発地⇔合宿地の移動⼿段・交通費
バス・レンタカー台数・⽇数・費⽤

5 施設 トレーニング場所・施設利⽤料
6 ⾐類 ランドリー利⽤場所・利⽤料
7 医療 （⽤途）・場所・利⽤料
8 娯楽 （⽬的）・場所・費⽤
9 その他 ⽇⽤品購⼊等

10 評価
①宿泊施設②⾷事環境③交通アクセス
④施設・設備⑤受⼊環境⑥周辺環境
6項⽬を5段階評価＆評価理由（記述）

11 意⾒ 意⾒・要望等（記述）

インタビュー（定性調査）
環境について
1 必要不可⽋な施設・環境（選定ポイント）

2

町内の既存施設
・スポーツ施設
・宿泊施設
・⾷事環境
・その他施設・受⼊環境

3
アクセス環境
・空港からの移動、町へのアクセス
・宿泊施設と練習場所の距離

4 医療環境
・救急病院、事前に必要な病院との連携等

5 その他意⾒・要望・期待・改善点等

⾃治体との交流・連携について

1 教育⾯で直接寄与できる活動について
（スポーツ教室・指導者講習の開催等）

2
その他（社会⾯・観光⾯）の連携について
（商品開発・本拠での合宿地PR住⺠・
多様な世代間交流・コミュニティ形成等）
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①与那原町としてスポーツツーリズム推進に必要な要素
・ハード⾯・ソフト⾯それぞれの強み・弱みの明確化（誘致に⾄らない競技・種⽬含）
・他地域との連携も視野に⼊れた“強みの強化”と“弱みの補完”の⽰唆出し
・公有地の新施設整備における期待値と具体的活⽤⽅法

②スポーツツーリズム推進にあたり連携が必要な関係主体と役割
・町内それぞれの事業者・関係者・ステークホルダーにおける役割の明確化

③地域への経済波及効果・教育的効果・社会的効果
・合宿誘致における各分野・領域における消費額や評価の定量把握、及び期待する効果

④他地域との⽐較により与那原町にて必要な課題
・近隣他地域との経済効果⽐較による課題と優先施策の抽出

参考：令和6年度うるま市「めんそーれうるま！キャンプ・合宿事業」事業報告書参考：与那原町マリンタウン地区公有地⼟地利⽤基本計画【概要版】

検証を踏まえ、与那原町独⾃の強みを⽣かした戦略策定（戦略的競技団体選定）に繋げたい
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合宿実施チーム

与那原町の合宿誘致は可能性を実証した⼀⽅で、競技強化と整合する戦略設計の必要性も
明確になった。

合宿未実施チーム
1.共通して評価されたポイント
n 温暖な気候と⾃然環境（海・ビーチ・公道）の価値
n 宿泊施設（サンライズオーシャン）の⻑期滞在適性
n スーパー・飲⾷環境の利便性
n 地域交流プログラムの可能性
n コンパクトな町ゆえの機動⼒

2.競技別の特徴的評価
n ⻑距離練習環境は⼗分⽔準（陸上）
n ⾷事⾯の地域協⼒を⾼評価（陸上）
n 与那原海域の⾵環境・海域特性を⾼評価（セーリング）
n 競技理解促進の地域交流が有効（セーリング）
n ビーチトレーニング環境を⾼評価
n ウエイト設備やマリンアクティビティの拡充が課題

3.実施チームから⾒えた本質
実施チームの声から⾒えたのは、与那原は単体機能で勝負する拠点ではな
く、海・屋内施設・⽣活環境・地域交流を組み合わせることで価値が⾼ま
る“設計型”の合宿地であるという点である。機能の量よりも選択肢の可視
化と関係性の構築が、誘致⼒を左右する本質である。

1.共通して⾒えたハードル
n 競技特性に合った「決定打」が不⾜。温暖な気候や観光資源だけでは、
トップチームの合宿地決定要因にはなりにくい。

n 強化⽬的との整合性が最優先。実戦機会（練習試合）や専⾨環境など、
「競技⼒向上に直結する条件」が不可⽋。

n 体制・意思決定のスピード。競技団体とのダイレクトな連携や柔軟な対
応体制が重要。

2.競技別に⾒えた具体的な論点
n 複数チームによる合同合宿モデルが必要（バドミントン）
n 艇庫・温浴・ケア施設の整備が誘致の鍵（セーリング）
n JSAFと⾃治体の直接連携体制が必要（セーリング）
n ロード（公道）、海沿いコース、アップダウンなどの環境バリエーショ
ンが重要（陸上）

3.未実施チームから⾒えた本質
未実施チームのヒアリングからは、合宿誘致は「場所の魅⼒」だけでは成
⽴せず、競技強化と整合した環境設計、実戦機会、ケア体制、運営体制を
⼀体で提⽰する“総合提案⼒”が不可⽋であることが明らかとなった。戦略
的に競技団体と連携し、育成から強化までを視野に⼊れた拠点化へ進化す
る可能性が⽰唆された。

実施チームからは組み合わせ型合宿地としての可能性が確認された。⼀⽅、未実施チーム
からは競技強化と整合した総合提案⼒の必要性が⽰された。
与那原町は今後、「環境の魅⼒」から「競技を育てる拠点」へと進化する段階にある。
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⾃治体 与那原町 うるま市

チーム ⽇本⼥⼦体育⼤学
バレーボール部 セーリング(iQFOIL) 関⻄駅伝選抜(陸上) 名古屋経済⼤学

硬式野球部
コンサドーレ札幌
（バドミントン） NTN陸上競技部

延べ⼈数
(⼈泊) 120 17 12 666 70 140

合計消費額
(町内) 1,581,297 290,400 148,232 9,187,380 505,352 1564200

1⼈1泊単価 10,104 7,000 9,608 9,532 4,857 7,814
宿泊費 1,212,420 76.7% 119,000 41.0% 115,292 77.8% 6,348,100 69.1% 340,000 67.3% 1,093,950 69.9%
飲⾷費 207,592 13.1% 45,000 15.5% 27,500 18.6% 902,480 9.8% 45,200 8.9% 463,250 29.6%
交通費 47,400 3.0% 1,000 0.3% 5,000 3.4% 338,000 3.7% 55,472 11.0% 0 0.0%

施設利⽤料 25,850 1.6% 125,400 43.2% 0 0.0% 98,800 1.1% 0 0.0% 0 0.0%
娯楽・

お⼟産など 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1,000,000 10.9% 0 0.0% 0
0.0%

⽇⽤品 33,000 2.1% 0 0.0% 440 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

本事業では、延べ⼈数・合計消費額・1⼈1泊単価および費⽬構成を整理し、うるま市との⽐較を通じて
与那原町の経済波及構造を定量的に検証した。

与那原町は「単価は確保できるが、消費多様性に課題がある」構造である。今後は規模拡⼤と滞在消費設計を両輪で進
めることで、経済波及効果を量・質ともに引き上げる必要がある。そのため、戦略的競技団体選定および滞在コンテン
ツ開発が次年度の重点施策となる。

①  1⼈1泊単価について ② 消費構造は「宿泊偏重型」 ③ 合宿規模が経済効果を左右
与那原町の1⼈1泊単価は約7,000〜10,000円台で
推移し、うるま市と同⽔準もしくは上回る⽔準
を確認。合宿地としての基礎的価格競争⼒は確
保されている。

宿泊費⽐率が70〜80％を占める⼀⽅、娯楽・物
販・施設外消費は限定的。滞在型消費の拡張余
地が⼤きい構造となっている。

延べ⼈数が増えると総消費額は⼤きく伸びる。
規模拡⼤型競技（⼤学団体・実業団）誘致が経
済波及の鍵。

【出所：令和6年度めんそーれうるま！キャンプ・合宿事業及び本事業アンケート調査を改編】
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本調査では、合宿満⾜度は総じて⾼い評価を得た。⼀⽅で、医療体制やウエイト環境な
ど、競技強化に直結する要素の明確化が今後の誘致⼒向上の鍵であることが⽰された。

合宿はイベント型消費ではなく、宿泊・飲⾷・⽇⽤品購⼊等を含む滞在
型消費を伴う継続的経済活動である。本事業を通じて、合宿誘致が地域
経済循環の⼀端を担うポテンシャルを有することが確認された。

経済価値的視点

顧客満⾜度

バレーボール部 ：受⼊環境 5／5、周辺環境 5／5
セーリング ：受⼊環境 5／5、周辺環境 5／5
陸上 ：宿泊・⾷事・交通・施設 ほぼ 5／5

▶「⼈」と「町のコンパクト性」は満点評価

バレーボール ：施設・設備 3／5（⾬天練習場・ウエイト未確保）
セーリング ：施設・設備 4／5（ポンツーン改善希望）
陸上 ：更⾐室・芝⽣起伏など具体要望あり

▶ 満⾜度は⾼いが、競技強化機能は改善余地あり

評価点

改善点

合宿地としての基礎評価は⼗分に⾼い。今後は競技強化機能を戦略的に設計することで、
誘致⼒は⼀段階引き上げられる。
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地域住⺠・関係者との交流
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陸上合宿：新春マラソン

27

⽬的
合宿の延⻑線上に地域との接点を作り、トップアスリートの⾛りや
考え⽅に触れる機会を通じて、合宿を地域の⽇常の延⻑として感じ
てもらうことを⽬的に実施した。

実施内容
元⽇の新春マラソン⼤会にゲストランナーとして出⾛。⼤会後に陸
上教室を開催し、効率的な⾛り⽅やエクササイズを指導町内の⼩学
⽣を中⼼に参加があり、トップアスリートの⾛りを間近で体感する
機会を創出した。

参加者の反応
⼤学⽣の⾛りに対し「速い！」「すごい！」といった驚きの声が上
がり、競技への関⼼が⾼まった。
陸上教室では、親⼦で楽しみながら学ぶ姿が⾒られ、競技理解と親
近感が醸成された。

成果
本取組は、合宿を単なる練習機会ではなく、地域とつながる接点と
して機能させたものである。
競技を“観る”“学ぶ”体験を通じて、合宿が地域の誇りや応援対象へと
変化する可能性が⽰された。

実施⽇：2026年1⽉1⽇ 場所：与那原パークゴルフ場
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セーリング合宿：交流イベント

28

＜告知フライヤー＞

⽬的
与那原マリーナを拠点に合宿を⾏うトップ選⼿の練習を可視化し、
地域住⺠が競技を「知る・観る・感じる」機会を創出することを⽬
的に実施した。

実施内容
1.競技解説・トークセッション：
iQFOiLの仕組み説明やヨットが浮く原理や⾵との関係を解説
2.競技⾒学・実演：
マリーナから海上での⾼速⾛⾏を⾒学iQFOiL特有の浮いて⾛る動き
やスピードを体感

参加者の反応
本イベントを通じて、ヨットの仕組みや練習内容への理解が深ま
り、合宿の実態が具体的に共有された。また、選⼿の声から与那原
の海域の特性や強みがアスリート視点で再認識され、地域資源とし
ての価値を捉え直す機会となった。

成果
海を活⽤する町でありながら、セーリングという競技を知る機会は
決して多くない。
本イベントは、合宿を地域資源と接続する第⼀歩となり、トップア
スリートを⾝近に感じる機会を創出した。

実施⽇：2026年1⽉17⽇ 場所：与那原マリーナ
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バレーボール合宿：知念⾼校との交流

29

⽬的
合宿を通じて競技⼒向上を図るとともに、地域の⾼校⽣・⼩中学⽣
との交流機会を創出し、競技を通じた関係づくりを進めることを⽬
的に実施した。

実施内容
1.エキシビションマッチ：
知念⾼校⼥⼦バレーボール部との対戦を実施
2.バレーボール教室：
町内⼩中⾼⽣の経験者を対象に開催

参加者の反応
質問タイムでは時間を超えるほど多くの質問が寄せられ、競技や⼤
学⽣活に対する関⼼の⾼さがうかがえた。
最後には選⼿⼀⼈ひとりが沖縄での印象を語り、地域との⼼理的距
離が縮まる場⾯となった。

成果
本取組は、合宿を「練習の場」にとどめず、地域の競技⼒向上と憧
れの創出につなげる機会となった。
トップレベルとの接点が、地域の⼦どもたちの⽬標形成や競技継続
の動機づけにつながる可能性が⽰された。

実施⽇：2026年2⽉10⽇ 場所：与那原町観光交流施設
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本事業の成果・課題
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本事業の成果と課題

31

本事業では、与那原町におけるスポーツツーリズム推進の第⼀段階として、合宿受⼊体制の構築、合
宿誘致の実証、調査分析を⼀体的に実施し、次年度以降の本格展開に向けた基盤形成を⾏った。

成 果 課 題
① 受け⼊れ体制の⼟台形成

ワークショップや⼈材育成研修、オープンチャットの運⽤を通じて、⾏
政、事業者、住⺠が連携して合宿を⽀える関係性が形成され、合宿誘致を
地域全体で推進するための基盤が整備された。

② 合宿誘致モデルの実証

陸上競技、セーリング、バレーボール等の合宿受⼊を実施し、与那原町が
⾃然環境、コンパクトな都市構造、⽣活利便性を組み合わせた「設計型合
宿地」として成⽴する可能性を実証した。

③ 戦略設計に向けた基礎データの蓄積

アンケート・インタビュー調査を通じ、合宿地選定の判断要素、満⾜度、
消費構造等を整理し、次年度以降のターゲット競技設定や施策設計に活⽤
可能な基礎データを整備した。

① 重点競技と誘致戦略の明確化

競技強化と整合したターゲット競技を設定し、戦略的な誘致⽅針とプロ
モーション設計を進める必要がある。

② 競技強化機能の段階的整備

医療・トレーナー体制、ウエイト環境、練習環境の機能補完など、競技⼒
向上に直結する要素の整備を段階的に進める必要がある。

③ 推進体制・組織機能の構築

合宿誘致を継続的に推進するため、窓⼝機能の明確化、情報集約・発信体
制の整備、将来的なスポーツコミッション等の組織化を進める必要があ
る。

本事業を通じ、与那原町は単なる合宿受⼊地ではなく、地域資源を組み合わせて価値を設
計する「競技を育てる拠点」へ発展する可能性を有していることが確認された。今後は、
本年度に形成された関係性、実証成果、基礎データを基盤に、重点競技を軸とした戦略的
な体制整備と誘致活動を段階的に推進し、持続的なスポーツツーリズム推進へと展開して
いくことが期待される。
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与那原町が優位性を持ち得る競技領域の整理

32

本事業での実証およびヒアリング結果を踏まえ、与那原町が競争優位を発揮し得る競技領域を「希少性
（他地域との差別化可能性）」と「再現性（継続誘致可能性）」の2軸で整理した。

単発型 継続型

希少性⾼い

希少性低い

縦軸：希少性（地域固有資源との適合度）横軸：再現性（毎年安定的に誘致可能か）

セーリング

陸上競技

体育館競技

海域資源という構造優位性を有
する差別化競技

公道活⽤とコンパクトな町域を
活かした安定誘致型競技

汎⽤性は⾼いが、競争環境も強い
⼀般型競技

与那原町は、海域という構造的に代替困難な資源を有しながら、町域がコンパクトで意思決定距離も短
い。この特性は、⼤規模都市にはない「機動性」と「関係密度」を⽣み出す。
したがって、本町はあらゆる競技を広く狙うのではなく、希少性の⾼い競技で差別化を図りつつ、再現
性の⾼い競技で安定的な受⼊を積み重ねる“選択集中型戦略”が適する地域構造にある。

野球・サッカー
与那原の地域資源を活⽤できず、
競合優位性も低く、単発になる。
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次年度以降のロードマップ

33

2025

2026

2027

2028

2029

1.受⼊機能の構造化
組織⽴ち上げ及び⼈材戦略シ
ステムを構築し組織の基盤体
制を構築する

事業スタート

事務局機能整備
関係者ネットワー
ク構築

重点競技の継続誘致
及び合宿のパッケー
ジ化を推進

3.地域循環モデルの拡張
事業の軌道に乗り、新たな事
業や地域課題解決に向けて
チャレンジする

競技特化モデルの確
⽴（セーリング/陸上
等の戦略的育成）

2.競技別戦略モデル
各種事業の成⻑と取り組みを
実施し、スポーツを通じたま
ちづくり⽂化を根ざす

外部環境の変化
外部環境の変化に対応するた
めに、新規事業の探索及び既
存事業の深化を⾏う。

重点競技を軸とした
「競技を育てる拠
点」への発展

本年度に形成した基盤を踏まえ、与那原町における
スポーツツーリズム推進を段階的に発展させていく
ロードマップを⽰す。
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次年度に向けた提⾔

34

1. 推進体制の構築（スポーツコミッション設⽴に向けた検討）
スポーツツーリズムを継続的に推進するため、⾏政、観光、宿泊、スポーツ団体、⺠間事業者等が連携するスポーツコ
ミッションの設⽴を検討する。あわせて、事務局機能を担う担当部署及び担当⼈材を明確化し、誘致活動、受⼊調整、
情報発信を⼀体的に実施できる推進体制を構築する。

2. 重点競技を軸とした戦略的誘致の推進
与那原町の地域特性を踏まえ、重点競技を設定し、競技団体との連携を強化しながら戦略的な誘致活動を推進する。
◼ 陸上競技
記録会開催が可能な環境を活⽤し、「合宿＋記録会」を組み合わせたパッケージ型誘致モデルの構築を検討する。

◼ セーリング
海域環境を活かし、競技団体との連携による継続的な合宿誘致及び⼤会開催の可能性を検討する。併せて、町内の
ジュニアチーム設⽴の検討を⾏う。
◼ バレーボール
既存体育施設を活⽤した受⼊を推進し、継続的な合宿誘致を図る。

3. マリンタウン構想との連動による拠点形成
マリンタウン地区において計画されているスポーツ・ウェルネス拠点、宿泊・滞在拠点等の整備構想と連動し、合宿受
⼊機能、トレーニング・ケア機能、滞在機能を⼀体的に整備することで、スポーツツーリズム推進の中核拠点形成を⽬
指す。

これらの取組を段階的に推進することで、重点競技を軸とした
持続的なスポーツツーリズム推進体制の確⽴を図る。
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本事業を振り返って

35

本事業では、スポーツ合宿誘致の推進に取り組んで
きましたが、その原動⼒となるのは、地域に関わる
多様なステークホルダーの存在です。地域の事業者
や関係団体をはじめ、⼀⼈ひとりが主体的に関わ
り、活躍してこそ、継続的なスポーツ合宿誘致は実
現します。すなわち、優れた施設などのハード環境
だけではなく、組織やコミュニティの形成、⼈々の
⾏動変容を促す仕組みづくりが極めて重要です。
 アンケートやインタビューの結果からも、与那原町
の受⼊姿勢や地域の温かさは⾼く評価されており、
今後はこうしたソフト⾯の強みを、施設整備などの
ハード⾯と適切に接続し、組織として持続的に機能
する仕組みへと発展させていくことが求められま
す。その実現には⼀定の時間を要しますが、関係者
が互いに理解を深め、つながり、関与していくプロ
セスそのものが、地域に新たな価値を⽣み出してい
くと考えています。
 今後も、与那原町が持つ⼈の温かさという強みを⼤
切にしながら、スポーツ合宿受⼊を通じた地域の発
展に少しでも貢献できれば幸いです。

株式会社ランブリッジ
代表取締役 余吾 由太

本事業を通じて、与那原町におけるスポーツツーリズムの
可能性を実証的に検証することができました。
受け⼊れ体制の構築、複数競技の合宿誘致、地域交流の創出
という⼀連の取組を通じて、与那原町は単なる「環境の魅
⼒」に依拠する地域ではなく、競技特性や関係性を設計する
ことで価値を⾼める「設計型合宿地」としての可能性を有し
ていることが明確になりました。⼀⽅で、本事業は完成形で
はなく、あくまで出発点です。合宿誘致を⼀過性の取組に終
わらせないためには、⽬先の成果のみを追うのではなく、5
年後、10年後の町の姿を⾒据えたグランドデザインを描き続
けることが重要であると考えています。
 特に、スポーツを通じて⼦どもたちが将来の選択肢や⽬標
を描ける環境を整えることは、地域の持続的発展に直結する
視点です。競技強化と地域価値創出を両⽴させる構造をいか
に設計し、継続可能な仕組みとして根付かせていくかが、次
年度以降の⼤きな課題となります。
 今年度は、スモールスタートによる基礎づくりを⾏いまし
た。今後は、検証と改善を重ねながら、挑戦を続けていく段
階に⼊ります。トライアンドエラーを前提とし、関係者の皆
様とともに歩みを進めることで、与那原町らしいスポーツ
ツーリズムの形を確⽴していくことができると確信していま
す。
本事業に携わる中で、スポーツが⽣み出す⼈と⼈とのつなが
りの⼒を、あらためて実感いたしました。その⼒を未来へと
繋げていく決意です。本事業にご協⼒いただいたすべての皆
様に、⼼より感謝申し上げます。

⼀般社団法⼈ツナグミライ
代表理事 堂本 尚吾
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ワークショップ参加者名簿
ワークショップ（23名） ⼈材育成研修（29名）

⽒名 所属 部⾨
1 仲⾥ 達也 与那原町体育協会 スポーツ関係
2 宮城 太⼀ 与那原町スポーツ推進委員 スポーツ関係
3 ⾦城 桃⼦ 与那原町スポーツ少年団 スポーツ関係
4 上地 かおり リーモコ（カフェ） 飲⾷店
5 宮城 咲希 与那原町ジュニアリーダー 学⽣（⾸⾥⾼校）
6 相⽻ としえ 東浜区 評議員
7 佐川 瞬 照正組 建設業
8 照屋 圭太 照正組 建設業
9 ⽥村 ⾵威 YUKAZE コンサルティング
10 安仁屋 圭乃 YUKAZE コンサルティング
11 譜久⾥ 武 アスリート⼯房 スポーツ関係
12 屋⽐久 隆⽣ ⽇本スポーツプロジェクト協会スポーツ関係
13 与儀 哲郎 ホテルサンライズオーシャン 宿泊業
14 ⽯⽥ 秀俊 与那原マリーナ施設⻑ スポーツ施設
15 ⻄銘 剛 シーエンジニアリング沖縄 スポーツ施設
16 望⽉ 毅 シーエンジニアリング沖縄 スポーツ施設
17 与那覇 雅美 与那原町観光交流施設⻑ スポーツ施設
18 城間 沙貴⼈ 与那原町観光交流施設 スポーツ施設
19 伊良波 朝章 Wウイング（サッカークラブ） スポーツ関係
20 ⼤城 英永 町⺠ 町⺠
21 仲宗根 あやの 地域コーディネーター 町⺠
22 ⽟⽊ りこ 与那原まちづくり推進協議会 まちづくり関係
23 國吉 拡 与那原町企画政策課 まちづくり関係

⽒名 所属 部⾨
1 仲⾥ 達也 与那原町体育協会 スポーツ関係
2 ⼤⽊ 太平 みーじま共同売店 飲⾷店
3 宮城 咲希 与那原町ジュニアリーダー 学⽣（⾸⾥⾼校）
4 運天永遠 沖縄銀⾏ ⾦融
5 相⽻ としえ 東浜区 評議員
6 佐川 瞬 照正組 建設業
7 仲村 美咲 YUKAZE コンサルティング
8 安仁屋 圭乃 YUKAZE コンサルティング
9 ⽯⽥ 秀俊 与那原マリーナ施設⻑ スポーツ施設
10 ⻄銘 剛 シーエンジニアリング沖縄 スポーツ施設
11 望⽉ 毅 シーエンジニアリング沖縄 スポーツ施設
12 与那覇 雅美 与那原町観光交流施設⻑ スポーツ施設
13 城間 沙貴⼈ 与那原町観光交流施設 スポーツ施設
14 伊良波 朝章 Wウイング（サッカークラブ） スポーツ関係
15 仲宗根 あやの 地域コーディネーター 町⺠
16 ⼭⼝郁⼦ ⼀般公募 町⺠
17 浜川愛 ⼀般公募 町⺠
18 仲⾥直哉 ⼀般公募 町⺠
19 仲本 満 ⼀般公募 町⺠
20 饒波夏紀 ⼀般公募 町⺠
21 福地⼤輔 ⼀般公募 町⺠
22 上原 陸 与那原町⽣活環境安全課 まちづくり関係
23 与那城 隆聖 与那原町学校教育課 まちづくり関係
24 平仲 優⽃ 与那原町まちづくり課 まちづくり関係
25 宮城 聖⼦ 与那原町上下⽔道課 まちづくり関係
26 當眞 禮⼦ 与那原町福祉課 まちづくり関係
27 ⾦城 政絵 与那原町福祉課 まちづくり関係
28 照屋 基 与那原町健康保険課 まちづくり関係
29 徳元 琴歌 与那原町会計課 まちづくり関係
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ワークショップ/アンケート結果

概要

• ⽇ 時：令和7年10⽉8⽇（⽔）13:30〜15:30
• 場 所：与那原町上の森かなちホール検診室
• 題 名：与那原スポーツツーリズム誘致⼤作戦

〜ビジョン策定編〜
• 講 師：余吾 由太（株式会社ランブリッジ代表）
• 参加者：23名

52%39%

9%
5.⾮常にそう思う（12）

4.まあそう思う（9）

3.どちらともいえない（2）

2.あまりそう思わない（0）

1.全くそう思わない（0）

1．満⾜度（全体を通して満⾜する内容でしたか）

平均：4.4

65%

26%

9%
5.⾮常にそう思う（15）

4.まあそう思う（6）

3.どちらともいえない（2）

2.あまりそう思わない（0）

1.全くそう思わない（0）

2．理解度（内容は理解できましたか）

平均：4.6

52%
31%

17%

5.⾮常にそう思う（12）

4.まあそう思う（7）

3.どちらともいえない（4）

2.あまりそう思わない（0）

1.全くそう思わない（0）

3．意識変化（意識の変化はありましたか）

平均：4.3
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ワークショップ/アンケート結果

4．WSを通しての気づきや、今後活かしていきたいと思ったことについて（⾃由記述）
テキストマイニング

⼀部抜粋
• 皆で協⼒すると実現できそうなことが意外とあるなと思いました。
観光系の部署にいるので、もっと与那原を盛り上げられるよう知識を増やしたいと思いました。

• 町内・県内事業との連携でできない事よりできることの⽅が多いのでは、と気付かされました。
• 皆様との意⾒交換で意識が変わりました。今後、地域の⽅と連携して出来る事から携れたらと思います。
• ⼩さい町ですが様々な専⾨職の⽅やネットワークを持っている⽅がいることがわかったので官⺠合同が 必須だと感じま
した。

• 各スポーツ合宿が何故か来たのか、何故来なくなったのか、は関係者しか知らない情報なので今後も 共有したいし情
報を取りに⾏きたい。

・ワードクラウド ・ポジネガ ・感情
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ワークショップ/アンケート結果

5．その他、ご意⾒や感想、講師や与那原町へ伝えたいこと等（⾃由記述）
テキストマイニング
・ワードクラウド ・ポジネガ

⼀部抜粋
• ⾏政と町⺠の⽅でもっと情報を共有して町⺠をまきこんでいけたらいいと思います。
• 是⾮このような機会を増やしていただきたいです。
• 事前にお題を教えてほしかった。考える時間が⾜りなかった。
• 早期にネーミングをつくるべき。ゴールを設定して話を進めていくべきでは。
• 町⺠全体に意識改⾰できたらいいなと思う。スポーツの⼒をもう少し考えてほしい。
• 今ある与那原の魅⼒を活かし、もっと多くの⼈に知ってもらい発信していけたらと思います。
• 今⽇のできること・やってみたいことを本業務内でどのように活⽤するのか、イメージが持ち⾟かったので次回説
明があるとわかりやすいと思いました。

・感情
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⼈材育成研修/アンケート結果

概要

• ⽇ 時：令和7年10⽉22⽇（⽔）13:30〜15:00
• 場 所：与那原町上の森かなちホール
• 題 名：与那原スポーツツーリズム誘致⼤作戦

〜おもてなし編〜
• 講 師：余吾 由太（株式会社ランブリッジ代表）
• 参加者：29名（アンケート提出24名）

37%

50%

13%
5.⾮常にそう思う（9）

4.まあそう思う（12）

3.どちらともいえない（3）

2.あまりそう思わない（0）

1.全くそう思わない（0）

1．満⾜度（全体を通して満⾜する内容でしたか）

平均：4.3

54%42%

4%
5.⾮常にそう思う（13）

4.まあそう思う（10）

3.どちらともいえない（1）

2.あまりそう思わない（0）

1.全くそう思わない（0）

2．理解度（内容は理解できましたか）

平均：4.5

37%

46%

13%
4%

0%
5.⾮常にそう思う（9）

4.まあそう思う（11）

3.どちらともいえない（3）

2.あまりそう思わない（1）

1.全くそう思わない（0）

3．意識変化（意識の変化はありましたか）

平均：4.2
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⼈材育成研修/アンケート結果

4．勉強会を通しての気づきや、今後活かしていきたいと思ったことについて（⾃由記述）
テキストマイニング

⼀部抜粋
• 今後の希望として、新規チームをよぶ、リピートしてもらうはあるが、そもそも与那原に「どのスポーツをよぶの
か」「どこに焦点をおくのか」があいまいである。⽬的をしっかりもって、しぼって、進めないとどれも中途半端。
「やりました」だけでおわる。

• リピーターを作るには、⼈と⼈のつながりが⼤切なことを再確認できた。与那原は綱の町、つながりを ⼤切にして
いきたい。ソフト⾯では、⾊々な⼈が与那原に居るので、ハード⾯を作りたい。

• 与那原の資産(⼈・物・施設)を洗い出し、今できること、今後に向けて⾜りないものを整理し、進むべき⽅向性を⽰
すことの必要性を感じました。

• 「わかる」と「できる」は違う。来訪いただいた後の定期交流やコミュニケーションが⼤事。

・ワードクラウド ・ポジネガ ・感情
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⼈材育成研修/アンケート結果

5．その他、ご意⾒や感想、講師や与那原町へ伝えたいこと等（⾃由記述）
テキストマイニング
・ワードクラウド ・ポジネガ

⼀部抜粋
• スポーツ団体への受⼊、施設送迎、⾷事、思い出作り(マリンスポーツ) 等、すべてを与那原町でできるようにできたら良
いと思いました。

• まずハード⾯を整えない限り難しい。ソフト⾯、おもてなし部隊を育成する。内外からの連絡を⼀か所に集約すべし。ス
ポーツコンシェルジュを設置し、わかりやすい窓⼝をつくるべし。

• 与那原町には、インフルエンサーが何名かいるのでその⽅を活⽤にはどうか。
• 他県ではプロ・アマ問わず、沖縄合宿は魅⼒があると思うので⾏政、町⺠共にがんばりましょう。
• 早々にセーリング合宿のリクエスト有。マリーナだけで進めていいのか。次の⽬的・⽬標は？
• グループワークの中で⾊々な意⾒があったが、予算等の話がなかったので意⾒にばらつきがあった。

・感情
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ワークショップのアウトプット①

44



© 2026 Tsunagu Bridge All Rights Reserved

ワークショップのアウトプット②
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ワークショップのアウトプット③
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ワークショップのアウトプット④
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ワークショップのアウトプット⑤
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ワークショップのアウトプット⑥
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陸上合宿・地域交流プログラム
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セーリング合宿・地域交流プログラム
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バレーボール部合宿・地域交流プログラム
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プログラム時の注意案内
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スポーツ合宿における練習⾒学をされる⽅へ

スポーツ合宿を安全かつ円滑に実施するため、練習を⾒学
される皆様におかれましては、以下の事項を必ずお守りく
ださいますようお願いいたします。

◼⾒学時
トレーニング場所（施設）への⽴ち⼊りは固くお断りいた
します。
トレーニング場所付近での⼤声での声かけ、通路の占拠等
はご遠慮ください。

◼選⼿・関係者への配慮
選⼿・スタッフへの接触、無断での声かけ、サイン・写真
撮影の要求はご遠慮ください。

◼撮影・SNSについて
選⼿およびスタッフへ許可を得て撮影した写真・動画の取
り扱いについては、チームのルールを遵守してください。
その他
天候やチーム事情により、内容の変更・中⽌となる場合が
あります。

皆さまのご理解とご協⼒をお願いいたします。

エキシビジョンマッチを⾒学される
皆さまへのお願い

以下の事項についてご理解とご協⼒をお願いいたします。

◼観戦エリアについて
⾒学される皆さまは、指定された観客席以外への⽴ち⼊りはできま
せん。
通路・⾮常⼝・出⼊⼝付近での滞留はおやめください。

◼選⼿・チーム関係者への配慮
試合中およびウォームアップ中の選⼿、審判、チームスタッフへの
声かけ、接触、サインや写真撮影の依頼は禁⽌いたします。
試合進⾏や競技の妨げとなる⾏為は固くお断りいたします。

◼応援・観戦マナーについて
鳴物による応援、その他安全管理に⽀障をきたす応援⽤具の使⽤は
厳禁です。

◼撮影・配信・SNS投稿について
試合中の写真・動画撮影は、禁⽌とします。

◼体育館利⽤に関する注意事項
施設内は⼟⾜禁⽌です。必ず上履きまたは室内⽤シューズをご利⽤
ください。
ゴミは各⾃でお持ち帰りください。

◼運営上の注意
スタッフおよび係員の指⽰には必ず従ってください。
注意事項をお守りいただけない場合、退場を含む措置を取らせてい
ただく場合があります。
進⾏内容等は変更となる場合があります。
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陸上競技：アンケート結果
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セーリング：アンケート結果
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バレーボール：アンケート結果
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有限会社⾛健塾 取締役代表：インタビュー結果①
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1. エグゼクティブサマリー
・現状の与那原町の環境は、陸上の⻑距離競技における合宿地として⼗分
な⽔準にあり、円滑な合宿運営が可能であることを確認した。また、⾷事
⾯についても地域の⽅々の協⼒により、良好な環境を整えていただき、総
じて充実した合宿となった。
・陸上競技を活⽤した与那原町の地域活性化の可能性や、企業と連携した
町⺠の健康増進施策および資⾦調達スキームに関する提⾔について意⾒交
換を⾏った。

2. 実施合宿の振り返り・評価
① 練習場所・施設について
・⻑距離の練習において、与那古浜公園や町内公道など現状の環境で申し
分ない。⽩線の記載やコーンの設置など距離の⽬印（マーカー）があれば
尚良し（事前準備にて対応可能）。
② 宿泊施設について
・「サンライズオーシャン」を2泊利⽤。洗濯機等の設備が整っており、
⻑期滞在に適している。
・今回は「Airbnb」も1泊利⽤、設備等は問題無し。ただ、団体利⽤の場
合は2名1室で回せるサンライズオーシャンの⽅が管理・運営⾯で推奨され
る。
・低コスト案：シャワー・⼊浴の問題（近隣の銭湯「環境の杜ふれあい」
等を利⽤）さえ解決できれば、公⺠館（畳部屋・雑⿂寝）での宿泊も⼗分
可能。
③ ⾷事環境について
・朝⾷はホテルにて炊飯器を持参して⾃炊。消化の良いものを板倉⽒が準
備。今回は4名で問題無かったが、⼈数が多い場合は炊飯器や調理器具、
⾷器のレンタル数を確保する必要がある。
・昼・⼣⾷は町内カフェ（スムージー）に委託。予算（1⼈1千円）に対し
質・量とも⾮常に⾼い満⾜度。

④ 移動・周辺環境について
・移動⼿段：今回はコーチ所有の⾞を使⽤したが、宿泊先から⾷事場所ま
で約2kmのため、⾃転⾞や徒歩（トレーニング兼）でも対応可能。
・周辺設備：ホテル近隣にスーパー等があり利便性は⾼い。⾃転⾞のレン
タルサービスがあれば尚良し（近隣にシェアサイクルのポートがあり活⽤
できる可能性も）。
⑤ 医療・ケア体制について
・病院：陸上⻑距離は接触プレーがないため、急患（怪我）のリスクは低
い。内科（⾷中毒・インフルエンザ対応）の場所を把握していれば⼗分。
・トレーナーの重要性：病院よりも「マッサージ・鍼治療」ができるト
レーナーの需要が⾼い。専属トレーナーが帯同しない⼤学・チームに対
し、現地で有料のケア体制（地元の治療院との連携など）を⽤意すること
は⼤きな付加価値となる。
⑥ 地域交流について
・天候には恵まれなかったが、新春マラソン参加と交流プログラムを実施
でき有意義な時間となった。
・合宿では常に地域交流の機会を持てるよう各地域の⾏政へ積極的に働き
掛け。⼦ども対象のスポーツ教室の他、要望があれば指導者講習等の企画
も可能。地域の理解やサポートを得る上で本取組は肝要。
⑦ 費⽤・予算について
・年末年始は、沖縄までのフライト代と宿泊費の⾼騰に加え、関⻄圏の学
⽣は主にオフ期間（帰省等）。2〜3⽉だと⽐較的、移動費と滞在費が抑え
られ、学⽣の合宿誘致に最適な時期と思案。
・費⽤負担：今回の合宿費⽤（約35万円＋前後泊等）は全て板倉⽒（創研
塾）の持ち出しであり、参加学⽣3名の負担はゼロ。
・⽬的：将来的な「⻄⽇本版・箱根駅伝（仮）」構想に向け、⻄⽇本の学
⽣を⽀援するという実績作りのため。実績を積むことで、将来的に企業協
賛を募る根拠とする狙いがある。

⽇時：2026年1⽉8⽇（⽊）10:00~11:30
場 所：オンライン（Zoomミーティング使⽤）
参加者：有限会社⾛健塾 取締役代表（合宿コーチ）：板倉 具視様 ツナグブリッジコンソーシアム：堂本、村尾
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有限会社⾛健塾 取締役代表：インタビュー結果②
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3. 今後の戦略・提⾔（板倉⽒より）
① 「沖縄県の⼥⼦⻑距離ランナー育成」をターゲットとした地域活性化モ
デル
・背景：沖縄県の社会⼈⼥⼦⻑距離ランナーは、他県に⽐べてトップアス
リートが育成できる環境や仕組みがない（⼤学や実業団で競技を極められ
る環境や組織がほとんどない）。
・構想（エコシステム）：
1.与那原町が他県の⼥⼦学⽣を合宿誘致（またはスポーツ枠採⽤）。
2.学⽣は地元の中⾼⽣（知念⾼校・与那原中）への指導や合同練習を⾏
う。
3.学⽣が卒業後、与那原町に移住・就職する。
4.「沖縄県代表」として都道府県対抗⼥⼦駅伝（都⼤路）に出場し、沖縄
県の順位引き上げ（脱47位→30位台）に貢献する。
・効果：
-地元校（知念⾼校）の強化による都⼤路（全国⾼校駅伝）出場への道筋。
-「町⺠・学⽣・移住者」が⼀体となった応援コミュニティの形成。
-⼈⼝2万⼈規模のコンパクトな町だからこそ可能な「町全体でのチーム
化」。

② 住友⽣命「Vitality」を活⽤した健康増進施策と資⾦調達スキーム
・課題：沖縄県⺠の健康問題（肥満や⽣活習慣病による⾼い死亡率）とス
ポーツ事業の財源確保。
・提案スキーム：
1.町⺠に「Vitality」への加⼊を促進。
2.町や関連団体が定期的にウォーキング・ランニングイベントを開催（ポ
イント付与対象）。
3.イベント参加費（または企業協賛⾦）を徴収し、合宿誘致や選⼿強化費
に充てる。
4.合宿に来たトップ選⼿がイベントにゲスト参加し、町⺠と交流する。
・メリット：
-町⺠：健康増進、保険料割引、トップ選⼿との交流。
-⾏政：医療費削減、スポーツ予算の確保。
-企業：加⼊者増、企業イメージ向上

⽇時：2026年1⽉8⽇（⽊）10:00~11:30
場 所：オンライン（Zoomミーティング使⽤）
参加者：有限会社⾛健塾 取締役代表（合宿コーチ）：板倉 具視様 ツナグブリッジコンソーシアム：堂本、村尾
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1. エグゼクティブサマリー
・与那原町はコンパクトな街であり、練習拠点（与那原マリーナ・エニタ
イムフィットネス）・宿泊施設・スーパー・ホームセンター等が集約して
いる為、移動のロスがなく時間の有効活⽤が可能。合宿実施において最適
な環境であるとの評価を得た。
・⼀⽅で、与那原マリーナ内の動線（機材運搬の距離）や機材の保管場
所、トイレの配置といったハード⾯に課題が挙げられた。

2. 実施合宿の振り返り・評価
① 練習場所・施設について
・与那原の海は座間味と⽐べ「フラットな海⾯」である為、iQFOiL種⽬に
とって最適な練習環境である。
・ディンギー種⽬においても特に初⼼者やユース選⼿の基礎練習や技術習
得において⾮常に価値がある。
・また、マーク練習（回航練習）に関しても、⽔深や⾵の影響で座間味で
は実施困難な場合があるが、与那原では実施しやすく利点と⾔える。
・マリーナ施設のハード⾯について、艇置き場からスロープまでの距離が
遠く機材運搬の負担が⼤きいため、動線の改善を期待したい。また、ポン
ツーン（浮桟橋）についても現状、⼿狭である。
・トイレの位置（事務所側）もスロープから遠い為、より近い場所に設置
いただけると練習効率が上がる。
・機材保管について、艇庫があれば最良だが、簡易的にコンテナハウス等
があれば尚良い（但し、夏場は⾼温となり機材が傷むため不適の可能性
有）。現状は屋外にカバーを掛けた状態で保管。
② 宿泊施設について
・「Airbnb」の⼀棟貸しを利⽤。最⼤6名が宿泊可能だが、今回は最⼤4名
の滞在となり広さ・設備共に問題無し。練習拠点と⾄近であり時間の有効
活⽤が可能。

③ ⾷事環境について
・宿泊施設で全て⾃炊にて対応。スーパーも近く⾷材調達は問題無し。調
理器具は更なる充実を期待。
④ 移動・周辺環境について
・練習拠点・スーパー・ホームセンター等が集約しており、各所への移動
時間に掛かるロスがない。
⑤ 医療・ケア体制について
・接触がない競技のため特段、病院との事前連携等は無く、これまで急患
対応も発⽣していない。
・⾝体のメンテナンスの為、接⾻院・鍼灸院にかかる事例有（町内“YELL
エール接⾻院”の利⽤実績有）。
⑥ 地域交流について
・競技普及を⽬的に地域交流の機会を持てるよう積極的に働き掛けを実
施。今回事業で実施した学習プログラム（1/17）に加え、知念⾼校ヨット
部へも⾒学や合同練習の声掛け済み（1/24-25予定）。
⑦ 費⽤・予算について
・機材運搬など費⽤が掛かる競技であるが、特に救助艇借⽤に係る費⽤負
担が重い（⺠間チャーター：12,000円/⽇）。県や町が艇を所有し、安価
に借⽤可能なスキームがあるとセーリング競技の誘致の強⼒な武器となる
とともに、町の他マリンイベントにも有効活⽤可能（座間味では同スキー
ムが確⽴）。

⽇時：2026年1⽉20⽇（⽕）17:00~18:00
場 所：与那原町内飲⾷施設（与那原町与那原1112）
参加者：セーリング（iQFOiL種⽬）コーチ：外薗 潤平様 ツナグブリッジコンソーシアム：村尾
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⽇本⼥⼦体育⼤学バレーボール部：インタビュー結果
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1. エグゼクティブサマリー
・⼤学⼥⼦バレーボール部の合宿状況や⾃チームにおける合宿の狙い・⽬
的を確認できた。バレーボールは屋内競技であるものの、ビーチ（砂浜）
トレーニングの重要性、及びニーズがあり温暖な沖縄で実りのある練習が
できる良い環境であるとの評価を得た。
・⼀⽅で、本合宿の練習メニューに無いウエイトトレーニング環境やチー
ムビルディングを⽬的としたマリンアクティビティなど、幅広い合宿メ
ニューのバラエティ・充実度について課題が挙げられた。

2. 実施合宿の振り返り・評価
① 同⼤学バレーボール部における年間スケジュールと合宿・練習状況
・年間スケジュールは、春季リーグ（4〜5⽉）、東⽇本インカレ（6
⽉）、秋季リーグ（9〜10⽉）、全⽇本インカレ（12⽉前半）の為、7〜8
⽉と12⽉後半〜3⽉がオフシーズンとなり同期間に合宿実施。
・合宿の⽬的はトレーニング（技術向上）に加え、寮⽣と通いの選⼿が在
籍する為、チームビルディングにもウエイトを置く。本合宿では選⼿考案
の沖縄観光地に関するレクレーションにて、選⼿間のコミュニケーション
と信頼関係の深化に取り組んでいる。機会があれば、沖縄特有のマリンア
クティビティ（カヤック・SUP・フライボード等）を活⽤したチームビル
ディングにも挑戦したい。
・跳躍⼒や⾜腰鍛錬の為、ビーチ（砂浜）でのトレーニングを重要視して
おり、屋内だけでなく毎年ビーチでの合宿を実施（前回は平塚で実施）。
1回の合宿期間は7〜10⽇間程度。次回は岩⼿にて合宿予定。
・普段はウエイトトレーニングも実施（オン期：週1回・オフ期：週2
回）。本合宿では練習メニューに無いが、事前にジムの場所やトレーニン
グ環境が確認できていればメニューに組み込みたい。
② 本合宿での練習場所について
・半年前（昨年8⽉頃）、2⽉上旬にてビーチ（砂浜）トレーニング可能な
環境を模索している際、関係者を通じて、⻄原きらきらビーチを紹介され
本合宿実施に⾄る。沖縄での合宿実施は初。

・本⼟よりも温暖で、沖縄の美しい海辺・ビーチで練習ができる環境は気
持ちが⾼ぶり嬉しい。
・宿泊施設
から⽚道20分のランニングで移動。⾃転⾞があれば移動に利⽤可能。
③ 宿泊施設について
・全泊「サンライズオーシャン」利⽤。通常1部屋2名のところ3名で宿
泊。清掃等は⼊らずタオル等も⾃⾝で洗濯。清潔でキッチンや洗濯機・乾
燥機も整っており設備⾯は充実。⼊浴に関して3名だと順番待ちの時間の
懸念があったが特段、問題無し。時計が有れば尚良し。
④ ⾷事環境について
・朝⾷・⼣⾷は宿泊施設で各部屋⾃炊にて対応。スーパーも⾄近で⾷材調
達は問題無し。炊飯器が有れば尚良し。昼⾷は弁当（ほっともっと）を⼿
配。練習場所から数分の距離にあり時間ロス無し。
⑤ 医療・ケア体制について
・本合宿では関係者を通して、24時間体制で受診可能なトレーナー・整形
外科と連携済み。
・合宿時は常にトレーナーと連携し、医療・ケア体制を充実させている。
⑥ 地域交流について
・普段より、⼤学にて主に中⾼⽣を対象としたバレーボール教室を開催
（年4〜5回程度）。
・中⾼⽣向け教室での技術指導や質疑応答等の交流は慣れているが、本合
宿で実施する交流試合（2/10知念⾼校・2/11⻄原⾼校）は経験が無く、選
⼿たちは少々不安に感じている。
※交流プログラム当⽇は交流試合に加え、当初予定に無かった町内⼩中⾼
⽣のバレーボール経験者を対象としたバレーボール教室を開催。ポジショ
ンや学びたいスキルに合わせて複数グループに分けて⾏い、参加者は⼤学
⽣からスキルアップに繋がる動きやトレーニングを真剣に学んだ。

⽇時：2026年2⽉9⽇（⽉）15:00~15:30
場 所：与那原町⽴軽便与那原駅舎展⽰資料館他、バス移動中⾞内
参加者：⽇本⼥⼦体育⼤学バレーボール部監督：湯浅 暁⼦様 （⼀部選⼿の意⾒も反映） ツナグブリッジコンソーシアム：村尾
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1. エグゼクティブサマリー
・与那原町が推進するスポーツツーリズム事業に関し、県内事情に精通す
るマスターズ陸上競技選⼿の譜久⾥⽒より陸上・短距離種⽬における与那
原町のスポーツ環境について、ハード・ソフト両⾯から客観的な評価と意
⾒交換を⾏った。
・譜久⾥⽒からは、与那原の「ロケーション・コンパクトさ」と「与那古
浜公園（200mトラック・芝⽣）」の特性が、短距離選⼿の集中したト
レーニングに⾮常に適しているとの⾼評価を得た。

2. 主な協議事項
① ハード⾯（練習環境・⽴地）の評価
・与那古浜公園（200mトラック・直線・芝⽣）の価値：
公認の400mトラックではないが、短距離選⼿にとっては「200mトラッ
ク」で充分に練習可能。
直線⾛路や芝⽣エリアも整備されており、ドリルや補強運動、ダッシュ練
習に⼗分活⽤できる。
360度景⾊が⾒渡せる練習場は希少であり、⾃然を感じるロケーションは
素晴らしい環境。
海⾵が強い⽇はあるが、それを活かしたトレーニングや、集中できる静か
な環境が評価できる。
・「コンパクトシティ」の優位性：
練習拠点、宿泊施設、スーパー、ホームセンター等が徒歩圏内に完結して
いる点は、県内他地域と⽐較しても強みである。移動のストレスがない環
境は、短期集中型の合宿において選⼿に好まれる。
合宿では午前トラック練習、午後ジムでの筋トレが⼀般的の為、各施設は
隣接が好ましい。
・坂道トレーニングの可能性：
町内にある坂道（⾼台エリア等）を活⽤した練習も、短距離選⼿の⾜腰強
化に有効であり、メニューに組み込めるポテンシャルがある。

② 医療・ケア体制（安⼼安全の確保）
・「整形外科・クリニック」との連携：
譜久⾥⽒（アスリート⼯房）は「ロクト整形外科」と提携しており、万が
⼀の怪我や故障の際、⼀般外来で⻑時間待つことなく、アスリートとして
優先的に診察が受けられる体制を構築している。合宿誘致において、近隣
の整形外科・クリニック等と事前に調整し、連携体制を構築することで合
宿の「安⼼感」が格段に向上する。
・「治療院・整⾻院」の活⽤：
急患以外の⽇常的なケア（疲労回復、マッサージ、鍼）については、近年
では⼩学⽣アスリートから治療院・整⾻院を利⽤している。学⽣の成⻑痛
の対応や怪我予防の観点からも、⽇常的なケアはジュニア世代から必要。

③ ソフト⾯・ターゲット設定
・ターゲット層：
400mトラックに固執するトップアスリート層ではなく、⾼校⽣以下の年
代・層をターゲット設定するのが良いのでは。また、寒冷地（特に降雪地
帯）では、冬は練習不可。冬季に暖かい沖縄の環境で「質」の⾼い練習を
求める⼤学⽣も適していると考える。
・⾬天時の対応：
沖縄の冬は⾬も多いため、屋根付きの練習場所や、⾼重量を扱えるウエイ
トトレーニング施設（エニタイムフィットネス等）との連携確認が必須。

⽇時：2026年1⽉30⽇（⾦）14:00~15:00
場 所：那覇市内飲⾷施設（那覇市おもろまち3丁⽬6-14）
参加者：（⼀社）アスリート⼯房代表（沖縄県マスターズ陸上競技連盟理事⻑）：譜久⾥ 武様 ツナグブリッジコンソーシアム：堂本、村尾
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3. 譜久⾥⽒からの提⾔・アドバイス
①「仮：与那原スプリント公認（⾮公認）記録会」の定期開催
・毎⽉のイベント化：
与那古浜公園の100m直線や200mトラックを活⽤し、毎⽉定期的に（例：
「毎⽉第〇⼟曜⽇」など）タイム計測会や記録会を開催するべきである。
・独⾃の価値創出：
公認競技場での⼤会は⼿続きや運営が煩雑だが、与那原のような場所で⼿
軽、かつ正確にタイムを測れる場を提供することで、「記録を測るなら与
那原」「スプリントの聖地」というブランディングが可能。
・交流⼈⼝の増加：
合宿中の選⼿だけでなく、県内の陸上クラブやマスターズ選⼿、近隣の⼦
供たちが毎⽉集まる仕組みを作ることで、町外からの継続的な⼈の流れを
作ることができる。
・データの蓄積：
参加者のタイムデータを蓄積・管理し、成⻑を可視化するサービスと連動
させれば、リピーターの確保にも繋がる。
②受け⼊れ側の意識改⾰
・単に場所を貸すだけでなく、「ようこそ」という歓迎の雰囲気や、地元
住⺠（特に⼦供たち）との交流機会（陸上教室など）をセットにすること
で、リピーターに繋がりやすくなる。
③情報のパッケージ化（合宿マップの作成）
・練習場所の提供だけでなく、「200ｍトラックの活⽤法」「芝⽣・起伏
を活⽤した練習⽅法」「怪我をした時はココ（病院）」「⾝体のメンテナ
ンスはココ（治療院・整⾻院）」「ご飯はココ」という各情報を⼀枚マッ
プやリストにまとめて提⽰できれば、合宿誘致において武器になると思
案。

⽇時：2026年1⽉30⽇（⾦）14:00~15:00
場 所：那覇市内飲⾷施設（那覇市おもろまち3丁⽬6-14）
参加者：（⼀社）アスリート⼯房代表（沖縄県マスターズ陸上競技連盟理事⻑）：譜久⾥ 武様 ツナグブリッジコンソーシアム：堂本、村尾
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1. エグゼクティブサマリー
・与那原町が推進するスポーツツーリズム事業に関し、セーリング競技に
おける与那原町のポテンシャルや期待・課題感、合宿誘致の可能性と体制
構築について協議した。
・JSAF側より、トップ選⼿強化における「座間味村（荒波・鍛錬）」と
「与那原町（平⽔⾯・ユース育成の基礎練習）」の明確な役割分担が提⽰
された。また、継続した連携協議の下、与那原町における独⾃の選⼿育成
システム（アカデミー構想）の提案やグランドデザインの必要性が確認さ
れた。
2. 主な協議事項
① 与那原町の事業背景
・スポーツツーリズム構築事業：スポーツを活⽤した新たなまちづくりを
推進し、交流・健康増進・地⽅創⽣の⽂脈で本事業を開始。3競技（セー
リング、陸上、⼥⼦バレー）の合宿誘致と地域交流を実施。
・現状の課題：ハード⾯（スポーツ施設・宿泊施設等）・ソフト⾯（調整
役や受⼊・連携体制等）の不⾜。
② JSAFの強化⽅針とエリアの役割分担
・「Hope育成プログラム」：2028年（ロサンゼルス）・2032年（ブリス
ベン）五輪を⾒据え、12歳からのユース育成〜ナショナルチームへのパス
ウェイを構築中。
・強化選⼿：国際⼤会（世界選⼿権・プリンセスソフィア杯等）の成績基
準で厳格に選定。年2回⾒直し、固定化しない。強化選⼿でなければJSAF
からの助成⾦・サポート・公式対応は⾏えない。過去の反省から成績に基
づかない「名ばかり強化」を排除しスポンサー・社会的信頼の回復を重
視。
・強化拠点：座間味・⿃取（境港）・和歌⼭（ナショナルトレーニングセ
ンター）の3か所に設置。
・座間味村の役割：
-⾵・海況の変化が⼤きく、外洋の荒れた海⾯（波⾼5m超）を利⽤したシ
ニア・トップ層向けの「度胸とフィジカル」を鍛える場。ユース〜トップ
レベル選⼿の技術向上に有効。

-10年間の付き合いの下、⾏政（村⻑）トップダウンによる迅速な⽀援体
制（フェリー⽋航時の対応、宿泊費・船賃の減免など）が確⽴されてい
る。
・与那原町のポテンシャル：
-平⽔⾯（フラットな海）：ハイスピードボード（iQFOiL等）やユース世
代の基礎練習に最適。
-役割：座間味のような過酷な環境ではなく、技術習得やスピード練習に特
化した拠点としての価値が⾼い。買物や娯楽施設等は充実しておりオフタ
イム（リフレッシュメント）にて有効活⽤可能。医療⾯においても座間味
より懸念は少ない。
⇒世代・⽬的に応じた使い分けが重要
③ 課題：マリーナ運営について
・指定管理者の問題：
-現在の与那原マリーナの指定管理者は、佐賀（唐津）と同じ事業者が運

営しており、JSAFとの連携がスムーズでない（融通が利かない）状況にあ
る。マリーナ内のコミュニケーション不全により、許可を得ているにも関
わらず警備員に⼊場を拒否される等のトラブルが多発している。
・解決策：仲介者を挟まず、「与那原町⻑・担当課」と「JSAF強化委員
会」がダイレクトに繋がるホットラインを構築する必要がある。
④ 提案：独⾃の育成エコシステム（資⾦・施設等）
・資⾦循環モデル（座間味⽅式）：
-⾃治体が艇（ボート）を所有し、JSAFが助成⾦を使ってそれをチャー
ター（レンタル）することで、⾃治体に収益が⼊る仕組みを構築済み（座
間味村には年間数百万円の収益）。これにより⾃治体は潤い、JSAFは国費
で強化が可能となるWin-Winの関係。
・施設整備への提⾔：
-艇（ボート）を保管する艇庫は必要不可⽋。屋外保管は傷みやすい。必ず
しも海隣接でなくても良い。

⽇時：2025年12⽉27⽇（⼟）〜28⽇（⽇） 意⾒交換：27⽇（⼟）10:30~12:00
場 所：沖縄県座間味村（意⾒交換：座間味村⽴児童⽣徒交流センター）
参加者：JSAFオリンピック強化委員⻑：宮本 貴⽂様、ヘッドコーチ：中村 健⼀様 ツナグブリッジコンソーシアム：堂本、村尾

JSAFオリンピック強化委員⻑：インタビュー結果①
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-「温泉・ケア施設」の重要性：セーリングは体を冷やす競技であり、また
疲労回復のため、トップ選⼿は温浴施設を強く求めている。宿泊施設やク
ラブハウスに「温泉（または⾼機能な温浴施設）」を整備することは、他
地域との差別化および誘致の決定打となる。
・合宿誘致と「強化に資する地域連携」のあり⽅：
-合宿誘致は「旅⾏代理店主導」ではなく、競技強化の⽬的と整合すること
が不可⽋。⾏政の硬直的対応よりも現場と直接連携できる迅速な意思決
定・ソフト⾯の対応が重要。
・アカデミー・ゴールデンキッズ育成構想：
-単なる部活動の代替ではなく、JSAF認定の「沖縄県版アカデミー」を設
⽴し、そこから強化指定選⼿を輩出するパスウェイ（県内⼤会→強化指定
→JSAF育成へ）を作ることで、予算措置やスポンサー獲得が容易になる。
与那原町はクラブ化・育成制度の設計次第で全国モデルになり得る可能性
がある。
3. 今後のアクションプラン
①グランドデザインの策定
・セーリング競技においては、「とりあえず合宿誘致」ではなく、与那原
町を「セーリング競技のユース育成・ハイスピード種⽬の聖地」とする⻑
期的なビジョン（グランドデザイン）の策定を検討。
②2025年以降の継続協議
・来年度以降も「Hope育成プログラム」を軸にJSAFとの連携を模索し、
連携・協⼒体制を構築しながら実績を積み上げていく。JSAFの強化⽅針と
整合する形で検討することが前提。
③環境整備の検討
・宿泊キャパシティの問題解決と合わせ、選⼿のケアが可能な温浴施設
（クラブハウス）の導⼊可能性を検討（「湯那原（ゆなばる）」構想）。
※与那原町内に温泉が湧出する情報を踏まえ。

⽇時：2025年12⽉27⽇（⼟）〜28⽇（⽇） 意⾒交換：27⽇（⼟）10:30~12:00
場 所：沖縄県座間味村（意⾒交換：座間味村⽴児童⽣徒交流センター）
参加者：JSAFオリンピック強化委員⻑：宮本 貴⽂様、ヘッドコーチ：中村 健⼀様 ツナグブリッジコンソーシアム：堂本、村尾

【補⾜】
・JSAF側は、与那原町の脱炭素化への取り組みとセーリング（⾵を使うス
ポーツ）の親和性が⾼い点についても評価しており、環境保全・SDGsの
観点での連携も有効。
・これら意⾒交換に加え、海上・陸上での練習⾒学や宿泊・⾷事施設、艇
庫の⾒学も実施。
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1. エグゼクティブサマリー
・与那原町観光交流施設を活⽤したバドミントン競技の合宿誘致につい
て、沖縄県内クラブチーム「琉球ブルファイツ」の⻄平代表と意⾒交換を
⾏った。
・⻄平⽒からは、実業団や⼤学チームの合宿ニーズとして「実戦形式（練
習試合）」の要望が⾼いこと、⼀⽅で沖縄は地理的劣位（他地域への移動
と⽐べ交通費が嵩む）であることと、県内に受け⽫となるレベルのチーム
（選⼿）が少なく、マッチングが難しい現状が指摘された。
・今後の⽅向性として、単なる場所貸しではなく、県外の複数チームを誘
致して合同合宿や⼤会を開催するスキームなどが提案された。

2. 主な協議事項
① バドミントン合宿のニーズと課題
・実戦形式の需要：
実業団や⼤学チームは、基礎練習よりも実戦経験を積むことを⽬的に合宿
を⾏う傾向が強い。
単独チームでの合宿よりも、複数チームが集まり練習試合を⾏う形式が好
まれる。
競技の特性として選⼿（試合）の戦い⽅に地域性の違いもある等、他地域
チームとの実戦機会は貴重。
リフレッシュメントやチームビルディングを⽬的とした合宿は基本的に⾏
わない。
・マッチングの難しさ：
沖縄県内には、県外の強豪チーム（S/Jリーグ1部など）と互⾓に渡り合え
るレベルのチームが少なく（男⼦は琉球ブルファイツ等に限られる、⼥⼦
はさらに少ない）、練習相⼿の確保が課題。
レベル差がありすぎると、強豪チーム側にとって合宿のメリットが薄れて
しまう。

② 与那原町観光交流施設の評価
・コート⾯数：
バドミントンコート6⾯という規模は、1チーム単独での合宿には⼗分だ
が、複数チームでの合同合宿や⼤会開催には⼿狭である（最低でも8⾯〜
12⾯程度が理想）。
・トレーニング施設：
選⼿は⽇々の練習から筋トレを⾏う為、ダンベル等の設備は必要不可⽋
（トレーニング室併設は利点）。
・その他：
基本的に練習・トレーニングは屋内施設で完結し、屋外でやらないとい

けないメニューは無し。つまり「沖縄＝温暖な気候」という優位性はあま
り無い（県外は館内暖房があり沖縄より暖かい場合も）。

沖縄合宿といえば「ビーチトレーニング」というイメージが強いが、砂
浜でのトレーニングをメインの⽬的にして沖縄に来るチームは少なく、
「おまけ」的な要素であり誘致の決定打にはならない。
③ ⾷事について
・ホテル内での⾷事が理想的：

朝⾷・⼣⾷は宿泊するホテルで提供してもうことが理想的で、選⼿から
最も好まれるスタイル。
⾷事管理のあるチームはトップの4〜5チームに限定され、それ以外は⾃

由に⾷事をとる場合が多い。
・昼⾷：
練習の合間に弁当や近隣のコンビニで購⼊し済ますことが多い。ケータ

リングを呼ぶことは稀である。

⽇時：2026年2⽉4⽇（⽔）10:00~11:00
場 所：オンライン（Zoomミーティング使⽤）
参加者：琉球ブルファイツ代表（⽇本スポーツ協会認定バドミントンコーチ）：⻄平 ⼯様 ツナグブリッジコンソーシアム：堂本、村尾
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④ 医療・救急体制について
・事前の病院連携は必須ではない：
バドミントンは⾝体接触（コンタクト）がない競技であるため怪我のリス
クが低く、事前に特定病院と連携体制を構築することは⼀般的ではない。
過去の⼤会や合宿では、アキレス腱断裂などの怪我はあったものの、その
都度の対応で済んでおり、特別なホットライン等は設けていない。
全国⼤会や九州⼤会規模の⼤きな⼤会でない限り、医療従事者を常駐させ
ることも少ない。
・トレーナー・ケア体制：
実業団チーム等は⾃前でトレーナーを帯同させることもある（1名体制が
ほとんど）。
その1名のトレーナーが、怪我をしていない選⼿のトレーニング指導と、
怪我や疲労を抱える選⼿のケア（マッサージ等）を兼務しており、マンパ
ワーが不⾜しているのが実情。
怪我の治療というよりは、「疲労回復・コンディショニング」のためのケ
ア需要が⾼い。
⑤ 地域交流について
・トップチームの意識：
コンサドーレやJR北海道などのトップチームや育成を意識しているチー

ムは、地域交流や⼦供たちへの指導に対して⾮常に積極的。単にプレーを
⾒せるだけでなく、⼤会の準備や⽚付けなども⼿伝い、「裏⽅の仕事の⼤
変さ」や「競技への姿勢」を含めて⼦供たちに⾒せたいという意図も持っ
ている。
合宿中に時間を割いて⼦供たちと触れ合うことに対して、トップ選⼿たち
は「⾯倒だ」とは感じておらず、むしろ楽しんでやってくれている（⻑時
間の拘束とならないよう注意）。

3. ⻄平⽒からの提⾔・アドバイス
①「複数チーム誘致による合同合宿・交流⼤会」のパッケージ化
・背景：
実業団や⼤学のトップチームが合宿に求めるのは、基礎練習よりも「実戦
形式（練習試合）」での強化。
・提⾔内容：
「沖縄のチームと練習する」ことだけを売りにせず、「県外からレベルの
近い複数チーム（2〜4チーム）を同時に誘致し、沖縄でリーグ戦や合同練
習を⾏う」というパッケージを提案。
例えば、S/Jリーグの2部や⼤学の強豪校など、実⼒が拮抗しているカテゴ
リーに声をかけ、「与那原に来れば、集中して質の⾼い練習試合が組め
る」という環境を提供する。
・地域へ期待される効果：
学⽣への技術指導による競技レベル向上に加え、⾼いレベルの実戦を地域
の⽅々に⾒学してもらうことで興味・関⼼を⾼め競技⼈⼝増や健康増進が
期待できる（教育的効果・社会的効果）。
⼀度に多数の選⼿・スタッフが来訪するため、⾼い経済効果も期待できる

⽇時：2026年2⽉4⽇（⽔）10:00~11:00
場 所：オンライン（Zoomミーティング使⽤）
参加者：琉球ブルファイツ代表（⽇本スポーツ協会認定バドミントンコーチ）：⻄平 ⼯様 ツナグブリッジコンソーシアム：堂本、村尾
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【出所：スポーツコミッションポータル】
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令和7年度スポーツコミッションシンポジウム（2026年2⽉17⽇）でスポーツ庁参事官より、令和8年度のス
ポーツコミッションの在り⽅が発表された。
重点項⽬としては、「ミッションの確⽴」「戦略策定と評価・改善」「地域課題に応じた多様な事業展開」
「⼈材の確保・育成」「財源の確保・資⾦の調達」「ネットワークの構築・継続」の6つが挙げられた。

【出所：株式会社ランブリッジ余吾にてスライドを撮影】
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